
授業計画

第１回：はじめに　
第２回：野生動物の観察（１）
第３回：野生植物の観察（１）
第4回：植物に寄生する昆虫の観察
第５回：野生動物の観察（２）
第６回：野生植物の観察（２）
第７回：トラップによる昆虫の調査
第８回：昆虫採集と標本の作製（１）
第９回：昆虫採集と標本の作製（２）
第１０回：動物の冬眠と休眠（２）
第１１回：野生動物の観察（３）
第１２回：野生植物の観察（３）
第１３回：野生動物の観察（４）
第１４回：野生植物の観察（４）
第１５回：まとめ

出席状況、レポート、試験の成績を総合的に評価する。評価方法

なしテキスト

授業の到達目標 動物や植物にじかに触れながら、自然のしくみを学ぶ。

授業概要

　動植物の分類や生態への理解を深めるために、大学近辺の陸上の自然環境（主として草原や森林）に出かけ
て実習を行う。観察される動植物の同定を試み、採集した動植物を実験室に持ち帰り標本の作成を行う。ま
た、定期的に実習を行う場所を定め、適切な昆虫または植物を選定し、発生数や生活史を長期間にわたって調
査する方法を学ぶ。
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